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JCSW ネットワーク　を広げよう

栃木県支部　総会・講演会
　６月１日（土）宇都宮市内で支部総会・交流会を開催。総会では財
政がひっ迫していることのみお伝えしてすぐにミニ講演会。今年の講師
は、専門職大学院の鶴岡浩樹教授。鶴岡先生は、県内で先駆的な在
宅医療を行うつるかめ診療所の所長でもあり、今回は専門職大学院に
ついてわかりやすく説明してくれました。交流会は、久しぶりに２０代会
員の参加もあり、２０名を超えるメンバーで盛り上がりました。というわけ
で財政がひっ迫しております。会員の皆さん、会費の納入・カンパをよろ

しくお願いします！      菊地 浩史

茨城県支部
同窓生交流会 支部長に高松孝幸（学部１５期）さん
　８月３日（土）土浦市で開催、参加者は１９名でした。総会では、同窓
会菱沼事務局長からの母校の現状と課題についての報告、役員改選
では伊藤博胤支部長が勇退、高松孝幸氏が支部長に選出されました。
伊藤支部長には、本県支部はもとより同窓会全体を永らく支えていた
だきました。
　菱沼先生の講演の後は交流会です。米寿を迎えた上田元同窓会
会長も臨席され、終始和やかに交流を深めました。今回は、参加者１９
名のうち１０名が清瀬世代となり、原宿世代から清瀬世代への移行が 
進み始めたようです。　　　　　　　　　　　　　　　　 森 雅巳

学部１９７７年度入学生
同窓会ｉｎ原宿
　５月１８日（土）原宿で久々に再会した。現役で入
学した同窓生が、還暦を迎えた時に同窓会をしよう
と２０１１年開催の同窓会で決めた。それ以来８年
振りに原宿のクラブ水交に４３名の還暦を超えた
同窓生が集まり、横山和彦先生、大橋謙策先生、佐藤久夫先生をお迎えし、楽しく、なつかし
い時間を過ごさせていただいた。出席者は、北は北海道、南は九州福岡県から来られ、遠く海
外のスペインから駆けつけていただいた方もいた。
　社大の同窓生は、社大での学びや体験が今の仕事や人生に活かされている感謝の気持
ちを一人ひとりが語ってくれることがすばらしい、との佐藤先生のお言葉が心に響いた。最後に
全員で校歌をフルコーラスで斉唱、記念の集合写真を撮りお開きになった。　　西野 伸一郎

研究科５７期　初のクラス会
　１月１２日（土）出席者は元教員と家族を含む２５名。
２００３年の卒業後一度卒業アルバム作成完了時に
集まったことがありましたが、その時以来、全体へ呼び
かけての同窓会としては初となりました。各々の卒業後
の進路、活躍振りを知ることのできた大変貴重な機会
となりました。今後定期開催予定です。     鈴木 美穂

大学の花壇作りに貢献
　東久留米市シルバー人材センタ
ーは、大学管理棟の清掃や大学へ
の訪問者に湯茶をお出しする業務
のほかに、大学の中庭に花壇を作
り四季折々の花を育てる作業をボ
ランティアで取り組まれていますが、
これまで永年にわたり尽力されてき
た清水晴美さんが引退されました。

静岡原宿会（社大同窓会静岡支部）の再開

　今期までの会長田島誠一（学部13期）、事務局武居敏（学部12期）の
体制のまま、次の体制の確保が難しい状況でしたが、もっと若い世代にバ
トンタッチすべく、今回の再建総会に至りました。7月6日（土）の総会で決定
した新たな体制は、役員はすべて学部34期（1994年卒）で、会長中村敬、
副会長吉岡誠仁、柚木克方、そのほかにも同期生が3名、静岡県内に計
6名いる稀な学年で担当してもらうことになりました。
　同日、日本社会事業大学学長の神野直彦先生にご講演をお願いいた
し、同窓生約20名と静岡県医療社会事業協会の会員数名様が参加。先
生から「今後の社会福祉の展望」についての熱弁をお聞かせいただき、参
加した皆さんには満足して頂いたものと思います。
　いまや、今後の大学の発展のためにも、また同窓生の所属する組織の
職員採用、職員の育成の観点からも、同窓会と大学の協力が不可欠だと
考えられます。そのためにも、改めて各地区の同窓会活動を活性化したい
ものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     武居 敏

クラブ水交（東郷記念館1F）

◀ホテルニューイタヤ（宇都宮）

パセラリゾーツ（新宿）

◀懇親会
   （かね喜本店）






